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　「キビタン健康ネット　利用施設の声」の
第17回目は、医療法人鈴木医院　理事長　鈴
木恭二先生にお話を伺いました。鈴木医院で
は高齢の患者さんが多く、慢性疾患の管理と
がんの早期発見の二点を特に意識して診療さ
れているそうです。体調で気になる点は些細
なことでも話しやすいように、患者さんとの
会話を大切にされています。

◇「キビタン健康ネット」を診療の中でどの
ように使っていますか。
　紹介や入院等で情報提供病院へかかってい
る方の、経過の確認に使っています。「キビ
タン健康ネット」は患者さんの情報をリアル
タイムに確認できるので、至急の場合も連携
してすぐに確認が可能です。当院は郡山市内

の病院と連携することが多いですが、車で片
道約50分と遠方にあり、実際に出向くことも
難しいため助かります。自施設にいながら患
者さんの様子を確認することができるので、
安心できますね。
　当院では特に、情報提供病院で撮った画像
の確認に利用しています。高齢の認知症患者
さんも多いので、認知症のＭＲＩやＣＴの画
像診断の勉強にも役立っています。紹介先か
らレポートをいただく前に、撮影した画像を
「キビタン健康ネット」で確認し、後日、専
門の先生からレポート付きの返事をいただい
た際に、自分自身の診断と比較しています。
結果として、診断技術のスキルアップにつな
がっていると思います。また、検査結果の詳
細が届かない場合もありますが、その際も確
認できるのでいいですね。「キビタン健康ネッ
ト」は、今では私の右腕になっています。
　その他にも、調剤情報を確認するのにも役
立っています。院内処方では、お薬手帳に処
方内容が貼付されていない場合もあります。
過去に、当院から血圧を下げる薬を処方して
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いながら、なかなか血圧が下がらず、さらに腎
臓も悪くなっていた患者さんがいました。「キ
ビタン健康ネット」で確認したところ、併用禁
忌薬を服用していることがわかり、薬を変えて
もらうなどの対応いただくこともありました。
薬の重複を防いだり、同一検査を省くことに
もつながるので、患者さんの負担も減ります。

◇「キビタン健康ネット」を使い始めて変
わったことはありますか。
　患者さんからの聞き取りだけでは曖昧だっ
た点を確認できるようになりました。例えば、
救急車で搬送され、その後当院を受診するこ
とがあります。当時の検査内容やその後の経
過について、患者さんやご家族に確認しても、
うまく説明できないことが多いです。そこで、
「キビタン健康ネット」で正確な数値や画像
などを確認しています。過去の診療歴も確認
できるので、患者さんの健康をトータルでマ
ネジメントするのに非常に有用です。

◇同意書はどのように取得していますか。
　情報提供病院に受診歴がある患者さんを中
心に、「キビタン健康ネット」を案内していま
す。その中でも、慢性疾患の患者さんにはな
るべく参加いただくようにしています。情報
提供病院で受けた検査結果を当院でも確認さ
せてほしいと事務職員から説明しています。
紹介時のみ連携するのではなく、事前に連携
しておくことでスムーズに情報を確認できる
ので安心できます。現在では当院に通院して
いるほとんどの方に参加いただいています。

◇今後、どのようなことを期待していますか。
　各情報提供病院の公開項目が増えることを
期待しています。公開の基本項目として処方、

注射、検体検査、画像がありますが、画像の
中でも内視鏡やエコーは公開していない施設
が多いようです。他にもシンチやＰＥＴなど
も見れるようになると良いです。客観的情報
なので、ぜひ公開してほしいですね。さらに
可能であれば、病理やカルテ記録なども見た
い情報なので公開されると嬉しいです。
　また、画像の読み込み速度がもう少し上が
るとなお良いと思います。操作手順を少なく
して単純化されるとさらに使いやすくなり、
各参加施設でも活用の頻度が上がるのではな
いかと思います。定期的に情報提供病院に通
院している患者さんの診療情報を、「キビタ
ン健康ネット」で気軽に確認できるようにな
るのが理想的です。
　当院のように、連携する医療機関が遠方に
ある施設では特に、「キビタン健康ネット」
は非常に役立つと思います。ＷＥＢ会議やオ
ンラインシステムの活用が進む中、医療にお
いてもＩＣＴの活用を促進する必要があると
思います。今後はより一層、開業医の先生な
どで積極的に有効活用してほしいですね。

理事長　鈴木　恭二 先生
鈴木先生ありがとうございました。

◇協議会事務局から
　システム操作の単純化など、システム機能
の向上性について検討を進めて参ります。
� （レポート　後藤）


